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The study on a return of short service in table tennis match 

Tsuneo KURAKI, Shintaro ANDO 

Abstract 

The purpose of this study was to investigate the relation between returns of short 

services and winning points in table tennis matches between the top-r.anki-ng players. 

The services and the returns of services were classified, and theri the probability of 

winning a point was computed. 1lmatches between Swedish players and Chines play-

ers in the World Table Tennis Championships from 1985 to 1989 were analyzed. 

Main results were as follows ; 

1 . 70.2 percents of all services used by the Swedish players were short services. 

75.1 percents of all services used by the Chinese players were short services. 

2 . When a short service came,the receiver who won the game tended to win a point 

on higher percentage than his opponent. 

3 . The Swedish players mainly used a backspin push (48.50/0-48.90/0), a drop shot 

(34.60/0-27.80/0) and a flick (13.50/0-9.70/0) to return a short service.The Chinese 

players mainly used a flick (46.70/0-43.20/0), a drop shot (27.20/0-24.60/0) and 

a backspin push (19.30/0-18.90/0). 

4 . The players made an error to hit a flick on high percentage (15.20/0-28.60/0) in 

both teams. 

5 . The obtained data suggested that a backspin push was effectlve as a return of 

short service. 

Key words : Table tennis,Return of short service, 
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クのほかにグリップや使用するラバー等によ

り得意とするラリーのパターンの多様化が著

しく，いかに自分の有利なパターンに持ち込

むかが試合の結果に大きく影響すると考えら

れる。

　サービスとレシーブ（サービスに対するリ

ターン）はそれぞれサーバーとレシーバーに

とって対戦相手の次打球を予測する要素のみ

ならず自分の意図するパターンに持ち込める

かどうかを左右する重要な要素である。

　また卓球競技のゲーム分析を行った先行研

究4〕1川4jの中にサービスやレシーブについて

も分析考察した例もあるが未だ数少なく，

サービスやレシーブとその後の得点との関係

に絞って考察した例は見あたらない。

　本研究においては多くの試合において多用

されると言われるショートサービスに対する

レシーブについて，1989年現在世界のトップ

レベルにあると考えられるスウェーデンと中

国のナショナルチームの選手による試合の

VTRから分析しコーチングにフィードバッ

クしていくことを目的とした。

皿　方　法

1．分析対象

　1989年の第40回世界卓球選手権大会の団体

戦で優勝したスウェーデンチームの出場メン

バー3人と準優勝した中国チームの出場メン

バー3人が，1985年の第38回世界卓球選手権

大会以来3回の世界選手権で対戦した試合か

ら11試合を分析の対象とした。

　スウェーデンチームの逮手は3人共両而に

裏ソフトラバーを貝■liったシェークハンドラ

ケットを用いてプレーを展閉しており，従来

の表班を什りればドライブ刷の迷千であると

いえる。

　中国チームの逃手は2人は表ソフトラバー

を岬iったペンホルダーラケット，もう1人は

フォア似11に表ソフトラバー，バック側に衷ソ

フトラバーを貼ったシェークハンドラケット

を用いてプレーを展開しており，3人共従来

の表現を借りれば速攻型の選手であるといえ

る。

　表1は試合の結果を示したものである。

2．分析方法

　これらの試合を記録したVTRから全ての

得失点におけるサービスおよびレシーブにつ

いてコード化し，レシーバーの立場からその

レシーブからの展開によってポイントできた

かどうかの結果と共にパーソナルコンピュー

ター（日本電気PC－9801vx21）に入力した。

入力さ牝たデータはデータベースプログラム

により検索集計された。

3、コード化の方法

　サービスについては今回は客観性を高める

ためあえて送球点についてのみコード化入力

した。送球点についてはコース（フォアサイ

ト，バックサイド，ミドル）と，長さ（ショー

トサービス，卓球台の外へでるショートサー

ビス，ロングサービス）とサービスのミスの

組合せからコード化した。

　コースの表記におけるミドルとは対戦相手

のフォアハンドとバックハンドの境目を狙っ

表1　分析対象となった試合の結果

WINNER　　　　　　　　LOSER　　year

Wa－dner

ApPelgren

ApPe1gren

Persson

Wa1dner

Wa1dner

Jiang

Chen

Jiang

Chen

Teng

2－1

2一ユ

2－0

2－1

3－0

3－O

3－1

2－O
’2－1

2－1

3－1

Jiang

Jiang

Chen

Chen

Teng

Chen

Wa1dner

Persson

Ap－e1gren

Waldner

ApPelgren

1989

1989

1989

1989

1987

1987

1987

ユ987

！985

1985

1985
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たものを指すものとした。

　本研究におけるサービスの表記については

以下の通りとした。

　ショートサービスはレシーバー側の卓球台

上で2バウンド以上する可能性がありレシー

バーがサービスを卓球台の外まで待って打球

することができないものとした。但し，サイ

ドラインいっぱいに入っているために，著し

く短いサービスであるがレシーバー側の卓球

台上で2バウンドしないと考えられるものも

ショートサービスとした。

　卓球台の外へでるショートサービス（本研

究ではLショートサービスと表し，ショート

サービスとは異なる意味を持つサービスとし

て区別する一）とはサーバーがショートサービ

スをだそう、としたがやや長くなりレシーバー

に卓球台の外まで待って打球されたか，これ

に極めて類似した状況に至ったものとした。

ロングサービスは明らかにレシーバー側の卓

球台深くを狙ったものとした。

　レシーブに関しては　ストップ，卓球台の

外へでるストップ，ショートカット，フリッ

ク，ドライブ系のストローク，その他，の種

類別に分類したものをサービスと同じ3つの

コース及びミスと組み合わせてコード化し

た。

　本研究におけるバックスピン系のレシーブ

に対する表記のうちストップとは相手側卓球

台上で2バウンド以上させることを狙らたも

のとし，卓球台の外へでるストップ（本研究

ではLストップと表し，ストップとは異なる

意味を持つレシーブとして区別するものとす

る）とはこれが2バウンドせずサーバーに卓

球台の外まで待って打球されたか，これに極

めて類似した状況に至ったものとした。また

ショートカットは，相手側卓球台上で2バウ

ンド以上させようとする意図が見られないも

のとした。

皿　結果及び考察

1．コースという要因の削除について

　・得られた結果の客観性を増すためサービ

ス，レシーブ共に今回はコースについては検

討の対象か’ら外すことにした。この理由は，

特にミドルというコースの判定に分析者の主

観が入り込みデータの客観性を損なう恐れが

強いという点と，分析の結果これを除外ある

いはフォアサイドかバックサイドと見なして

」処理するには非常に数が多いという点であ

る。

2。ショートサービスの使用率について

　スウェーデンチームの選手と中国チームの

選手が使った全サービスの割合を図1に示し

た。スウェーデンチームの選手は7012％，中

国チームの選手は75．1％をショートサービス

が占めていた。

3。ショートサービスに対するレシーブから

の得点率とゲームの勝敗について

　ショートサービスに対するレシーブからの

得点率を，勝ったゲームの平均と負けたゲー

ムの平均で比較したものが図2である。

　中国チームの選手が勝ったゲームではレ

シーブからの得点率は中国53．9％，スウェー

デン39．2％となっていた。これに対しス

ウェーディチームの選手が勝ったゲームでは

レシーブからの得点率は中国37．3％，ス

ウェーデン47．7％と逆転していた。これは図

1によって示されたショートサービスの使用

率の高さと考え合わせると，ショートサービ

スに対するレシーブについて分析考察するこ

とが実際のコーチングにおいて有用であるこ

とを示唆していると考えられる。

4。ショートサービスに対するレシーブの種

類とその後のパターンの得点率について

　図3は各レシーブの使用率の平均値を示し
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8．6

1．7

スウェーデン 　　　　　　　中国

図ユ　サービスの割合（％）

％ショートサービス

騒Lショートーサービス

□ロングサービス

心判断不能ミス

75．1

中国チームの選手が

　　勝ったゲ丁ム

スウェーデンチームの選手が

　　　　　勝ったゲーム

日　　　1日　　　割　　　　釦　　　畑　　　珊 69

ω

図2　レシーブからの得点率

4．7

中国

ユ8．

48．5

27．2

勝ったゲーム

3．2

4．3

48．9

負けたゲーム

□ショートカット

zストップ
團フリック

、Lストップ

磯その他

6．7

図3　レシーブの使用率（％）

一56一



たものである。中国チームの選手はフリック

の使用率が特に高くストップ，ショートカッ

トの順でこれに続いた。スウェーデンチーム

の選手はショートカットの使用率が特に高く

ストップ，フリックの順でこれに続いた。こ

のようにレシーブにおいて特徴ある使用率を

持っていることから，各チームの選手共レ

シーブからの展開を白らの意図するパターン

に持ち込むべくレシーブを行っている・ものと

考えられる。

　また，ストップ，ショートカット，フリッ

クの3種類を合わせた使用率が低いものでも

89．3％に達していることからこれらのレシー

ブについて検討を進めることは有意義である

と考えられる。

　表2はストップ，ショートカット，フリッ

クについて，これらのレシーブのミス率，レ

シーブが成功した場合のそのレシーブからの

得点率，及びレシーブミスも含めたそのレ

シーブか．らの得点率を各チームの平均として

示したものである。

　いずれの場合もフリックのミス率は最も高

く，低い値でも15．2％高い値では28．6％あっ

た。これに対しショートカットのミス率はス

ウェーデンチームの選手が勝ったゲームにお

ける中国チームの選手のレシーブにおいて

ユ4．6％と高かった値を除けば2．6％から5．7％

と最も低い値を示した。’ス．トップのミス率は

3．6％から8，O％でありショートカットのミス

率が高い一例を除いてはショートカットより

わずかに高い値であった。レシーブミス率に

関するこれらの結果は経験的にショートカッ

トの安定性が高いと国内及び国外で言われて

きたこととよく一致する。もちろん，フリッ

クもスピードを落とすなどミス率を下げるこ

ともできると考えられるが，分析対象となっ

た水準の試合で選手が行ったフリックのミス

率とショートカットのミス率の間には大きな

開きがあったと判断できる。

　表2に示された値をスウェーデンチームの

表2　各レシーブと得点率

スウェーデンチーム

上段：勝ったゲーム

下段：負けたゲーム

レシーブの　ミス率 レシーブ成功の場合の得点率

得点率 使用率

ストップ
6．1％8．O％ 54．8％43．5％ 51．5％40．O％ 27．8％34．6％

ショートカット
5．2％5．7％ 47．7％41．O％ 45．2％38．7％ 48．5％4819％

フリック
15．6％28．6％ 55．6％66．7％ 146．9％47．6％ 13．5％9．7％

中国チーム

上段：勝ったゲーム

下段≡負けたゲーム

レシーブの　ミス率 レシーブ成功の場合の得点率

得点率 使用率

ストップ
3．6％7．7％ 63．O％37．5％ 60．7％34．6％ 27．2％24．5％

ショートカット

2．6％14．6％ 60．5％42．9％ 59．O％36．6％ 18．9％19．3％

フリック

20．2％15．2％ 62．O％4512％ 49．4％38．4％ 43．2％46．7％
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選手について検討する。各レシーブの使用率

に大きな変化は見られないが，勝ったゲーム

においてストップに’よるレシーブとショート

カットによるレシーブからの得点率が高い傾

向がみられる。使用率が高いこれら2種類の

レシーブからの得点率の差がゲームの勝敗に

影響を与えたと考えられる。またフリックか

らの得点率に大きな差はないが，負けたゲー

ムと比べて勝ったゲームにおいて，フリック

成功の場合の得点率がむしろ低い傾向がみら

れた。

　中国チームの選手について検討すると，各

レシーブの使用率に大きな変化はみられない

が，いずれのレシーブからの得点率も負けた

ゲームにおいて34．6％から38．4％と低い傾向

がみられた。特にストップからの得点率の低

下が著しいことと，高いミス率のフリックを

46．7％も使用しているわりにはこのレシーブ

が成功した場合でさえ得点率が45．2％と低い

ことがゲームの勝敗に影響を与えたと考えら

れる。

5．ショートカットによるレシーブからのパ

ターンについての検討

　今回の分析の結果は，スウェーデンチーム

と中国チームの特徴が示されたものであると

共に世界のトップレベルのシェークハンドの

ドライブ型と速攻型の対戦を分析したもので

あると考えられる。ここで得られた結果を一

般的に卓球競技のコーチングにフィードバッ

クすることを考えた場合ショートカットによ

るレシーブからの得点率に興味深い点があっ

たので検討する。

　表2に示される値から改めてショートカッ

トによるレシーブについて分析考察する。

　最もミス率が高い傾向の見られたフリック

からのパターンと，速攻型がゲームを失う場

合以外は最もミス率が低い傾向の見．られた

ショートカットからのパターンについて比較

してみる。フリックを多用する速攻選手の場

合レシーブが成功した場合のレシーブからの

得点率はフリックのほうがやや高い傾向が

あったがショートカットと比べても213％以

内という程度の差であった。勝ったゲームに

おいてはフリックのほうがミス率が高いため

結果的にショートカットからの得点率のほう

が9．6％高くなった。また，シェークハンド

のドライブ型は50％近くのレシーブにショー

トカットを用いておりこのレシーブからの得

点率は得たゲームではフリックと比べても

ユ．7％以内という程度の差であった。

　各々の型が勝ったゲームで速攻型は59．O％

シェークハンドのドライブ型は45．2％の得点

率をショートカットによるレシーブからあげ

ている。

　また，速攻型は負けたゲームにおける

ショートカットによるレシーブのミス率が

14．6％と勝ったゲームにおける2．6％に対し

て高い値を示した。

　ショートカットによるレシーブはその安定

性の高さは認められてきたものの7）これを使

’用することに対して消極的な態度を持つ選手

が数多く見うけられる。しかし本研究の分析

結果から，シェークハンドのドライブ型と速

攻型が対戦する場合いずれの選手にとっても

ショートカットによるレシーブからのパター

ンが有効であり，フリックからのパターンと

比べて必ずしも劣るものではないことが示唆

された。

　よってレシーブからのパターンを訓練する

にあたっては選手にショートカットからのパ

ターンの有効性と，これを練習することの重

要性を十分に認識させるべきであると考えら

れる。

M　要　約

本研究においては多くの試合において多用

されるといわれるショートサービスに対する

レシーブについて，世界のトップレベルの試
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合のVTRから分析検討を試みた。

　ユ．全試合で行われたサービスのうちス

ウェーデンチームの選手は70．2％，中国チー

ムの選手は75．1％をショートサービスが占め

ていた。

　中国チームの選手が勝ったゲームでは

ショートサービスに対するレシーブからの得

点率は中国53．9％，スウェーデン39．2％と

なっていた。これに対しスウェーデンチーム

の選手が勝ったゲームでは得点率は中国

37．3％，スウェーデン47．7％と逆転していた。

　これらの結果から，ショートサービスに対

するレシーブを研究しコーチングにフィード

バックすることが有効であることが改めて示

された。

　2．中国チームの選手はフリックの使用率

が特に高くストップ，ショートカットの順で

これに続いた。スウェーデンチームの選手は

ショートカットの使用率が特に高くストッ

プ，フリックの順でこれに続いた。

　3．両チーム共にフリックのミス率は最も

高く，低い値でも15，2％高い値では28．6％

あった。これに対しショートカットのミス率

は中由チームの選手が負けたゲームのレシー

ブにおいて14．6％と高かった値を除けば，

2．6％から5．7％と最も低い値を示した。

　41スウェーデンチームの選手が勝った

ゲームにおいて，スウェーデンチームの選手

はストップに1よるレシーブとショートカット

によるレシーブからの得点率が高い傾向がみ

られ中国チームの選手はストップ，ショート

カット，フリック共に得点率の低い傾向がみ

られた。

　5．世界のトップレベルのシェークハンド

のドライブ型と速攻型の対戦の分析の中で

ショートカットによるレシーブからのパター

ンについて検討した。その結果，攻撃力の高

い選手同士の対戦においてもショートカット

によるレシーブからのパターンが有効であ

り，フリックからのパターンと比べて必ずし

も劣るものではないことが示唆された。この

ことより実際のコーチングに際して，少なく

ともシェークハンドのドライブ型と速攻型の

選手にはショートカットのレシーブからのパ

ターンの有効性と重要性を十分に認識させる

べきであると考えられる。
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